
表 紙

１月１日 現在 前月比

男 7,349人 (－23)

女 7,564人 (－19)

計 14,913人 (－42)

世帯数 5,320戸 (－10)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ４人
死亡…… 25人
転入…… ７人
転出…… 28人
婚姻…… ２組
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再生紙を使用しています。

市の人口と世帯

手作りのしめ飾りで迎える新年
尾花沢地区公民館で行われた｢しめ飾りづくり教室」。牛房野
在住の結城正さん(写真中央)が茅萱を栽培し、夏刈取りして乾
燥させ、しめ縄に編んで用意してくれます。それに飾るのは、
地元で採取した稲穂、松、エゾユズリハ、アスナロ。手作りの
しめ飾りには、地元の恵みに感謝する心がこもっています。
今年は「壬

みずのえ

寅
とら

」の年。冬が厳しいほど春の芽吹きは生命力
にあふれ、華々しく生まれる年になるという意味があるようで
す。尾花沢の暮らしに幸ありますように！

（令和３年12月24日 サルナートにて)
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夏すいか生産量日本一を誇る尾花沢すいかを一年中
味わってもらえるよう、尾花沢すいかを使用した焼肉
のタレと、ドレッシングが誕生しました。

尾花沢で栽培している山ぶどうを使ったワインや、
尾花沢産米で仕込んだどぶろくの新酒発表会が行われ
ました。

【市報・おばなざわ 2022.１.15】－❷❸－【市報・おばなざわ 2022.１.15】

※撮影のため、一時的にマスクを外している写真があります。

尾
花
沢
す
い
か
を
使
っ
た
「
尾
花
沢
す
い
か
タ

レ
｣と
｢尾
花
沢
す
い
か
ド
レ
｣が
完
成
し
、12
月
８
日

に
レ
ス
ト
ラ
ン
徳
良
湖
で
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢尾
花
沢
す
い
か
の
美
味
し
さ
を
、
一
年
中
味
わ

っ
て
も
ら
う
た
め
の
新
た
な
特
産
品
を
作
り
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
７
月
に
市
特
産
品
開
発
協
議
会
を

発
足
。
尾
花
沢
農
産
加
工
㈲
や
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

な
ど
と
協
力
し
、
商
品
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
「
尾
花
沢
す
い
か
タ
レ
」
は
、
旬

の
尾
花
沢
す
い
か
の
果
実
を
ベ
ー
ス
に
ス
パ
イ
ス
を

効
か
せ
、
一
般
に
販
売
さ
れ
て
い
る
焼
肉
の
タ
レ
と

は
一
味
違
っ
た
濃
厚
な
味
わ
い
と
舌
ざ
わ
り
に
仕
上

げ
た
大
人
の
味
。
ま
た
「
尾
花
沢
す
い
か
ド
レ
」
は
、

す
い
か
の
ぺ
そ
ら
漬
け
を
細
か
く
刻
ん
だ
素
材
感
を

活
か
し
つ
つ
も
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
味
わ
え
る

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
目
指
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
様
々

な
料
理
に
応
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ア
レ
ン
ジ

料
理
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
新
た
な
尾
花
沢
の
特
産
品
を
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

新たな特産品が登場！
尾花沢すいかタレ・ドレ

▲「尾花沢すいかタレ」「尾花沢すいかドレ」
は、道の駅「尾花沢」や産直館「はいっと」
で12月から発売。
ふたに付いているＱＲコードを読み取って、

アレンジレシピを紹介した動画を見ることも
できます。

12月16日に花笠高原荘で新酒発表会が行われ、関
係者が出来を確かめました。尾花沢産はえぬきとト
ルマリン水で仕込み、モーツアルトを聴かせながら
１カ月寝かせたこだわりの新酒は、甘みがあり、優
しく飲みやすい口当たり。現在２回目の仕込み作業
をしており、２月上旬頃には出来上がる予定です。

新酒の季節が
やって来た！

おばねのどぶろく｢花笠みぞれ｣
モーツアルトを聴かせて仕込んだ優しい味わい

｢雪山ぶどうワイン｣の新酒を祝う会を12月17日に
レストラン徳良湖で開催。生産者からは、夏場の好
天で糖度の高い山ぶどうが収穫でき、奥深いワイン
に仕上がったと喜びの声が聞かれました。またこの
日は、ソムリエ資格を持つ大場淳さん(寺内)のワイ
ンの美味しい飲み方を学ぶ講座も開催されました。

「雪山ぶどうワイン」新酒を祝う会
濃厚な味に生産者も満足



旭
日
小
綬
章

き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

笹さ
さ

原は
ら

光み
つ

政ま
さ

氏
(荒
楯
)
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各分野で多大な貢献をされた市内在住の３人の方が、
叙勲受章者に選ばれました。

令和３年秋の叙勲

笹
原
光
政
氏
が
交
通
安
全
功
労
と
地
方
自
治

功
労
に
よ
り
「
旭
日
小
綬
章
」
を
受
章
さ
れ
、

11
月
30
日
に
県
警
本
部
長
か
ら
伝
達
を
受
け
ま

し
た
。

氏
は
、
昭
和
54
年
か
ら
尾
花
沢
地
区
交
通
安

全
協
会
理
事
と
な
り
、
平
成
13
年
か
ら
は
同
協

会
の
尾
花
沢
地
区
会
長
、
平
成
23
年
か
ら
は
県

交
通
安
全
協
会
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
に

至
る
ま
で
43
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
交
通

安
全
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
54
年
か
ら
32
年
間
、
尾
花
沢
市
議
会
議
員

と
し
て
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▲12月６日市役所を訪れ、市長に報告を行った笹原光政氏(右)

※撮影のため、一時的にマスクを外している写真があります。

※旭日章…国家または公共に対し功労があり、特に顕著な功
績をあげた方に授与される章です。

※瑞宝章…国家または公共に対し功労があり、特に公務等に
長年にわたり従事し、功績をあげた方に授与され
る章です。

旭
日
双
光
章

き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

清せ
い

治じ

邦く
に

夫お

氏
(上
町
５
)

清
治
邦
夫
氏
は
、
昭
和
56
年
４
月
に
市
内
上

町
に
個
人
医
院
を
開
設
し
、
地
域
住
民
の
健
康

管
理
や
疾
病
予
防
、
治
療
等
に
取
り
組
み
、
長

年
に
わ
た
り
本
市
の
地
域
医
療
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
北
村
山
医
師
会
で
は
理

事
と
し
て
救
急
医
療
体
制
の
整
備
に
尽
力
、
平

成
16
年
４
月
か
ら
は
同
会
長
に
就
任
し
、
北
村

山
地
域
の
医
療
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
２
年
間
山
形
県
医
師
会
理

事
と
し
て
、
さ
ら
に
平
成
22
年
４
月
か
ら
10
年

間
同
副
会
長
と
し
て
、
山
形
県
の
地
域
医
療
の

発
展
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
の
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
し
、
県
民
の

福
祉
向
上
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

▲12月6日、受章の報告に市役所を訪れた清治邦夫氏。
｢尾花沢に来て40年｡私一人ではなく､皆さんのおかげ
でいただいたものです｣と感謝の意を述べられました｡

五
十
嵐
武
雄
氏
が
国
土
交
通
行
政
事
務
功
労

に
よ
り
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
12
月

３
日
に
市
役
所
を
訪
れ
て
市
長
に
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

氏
は
昭
和
45
年
に
建
設
省
に
入
省
し
、
平
成

14
年
か
ら
２
年
間
、
国
交
省
東
北
地
方
整
備
局

新
庄
河
川
事
務
所
副
所
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
か
ら
は
国
交
省
東
北
地
方
整
備
局
人

事
計
画
官
、
福
利
厚
生
官
、
主
任
監
査
官
を
歴

任
さ
れ
る
な
ど
、
38
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
国

家
公
務
員
と
し
て
国
土
交
通
行
政
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▲12月３日市役所を訪れ、市長に報告を行った五十嵐武雄氏(右)

瑞
宝
双
光
章

ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

五
十
嵐

い
が
ら
し

武た
け

雄お

氏
(古
殿
)

文
部
科
学
省
で
は
、
障
害
者
が
生
涯
を
通
じ
て
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
な
ど
の
様
々
な
機
会
に
親
し
み
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
多
様
な
学
習
を
支
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
や
団
体
に
対
し
、

毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
山
形
県
か
ら
「
尾
花
沢
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ

ブ
」
が
選
ば
れ
、
12
月
７
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

尾
花
沢
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
平
成
16
年
10
月
に
活
動
を
開

始
。
現
在
会
員
51
人
、
コ
ー
チ
６
人
で
週
２
回
程
度
の
練
習
の
ほ
か
、
週

６
回
の
中
・
長
距
離
種
目
の
朝
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
陸
上
競

技
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の
人
の
良
さ
を
見
出
し
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
健
常
者
と
障
害
者
が
一
緒

に
活
動
で
き
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

代
表
指
導
者
の
伊
藤
一
志
氏
は
「
活
動
を
始
め
て
18
年
目
。
長
年
、
ア

ス
リ
ー
ト
の
会
員
や
保
護
者
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
支
援
、

ま
た
パ
ラ
ピ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
が
あ
っ
て
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
だ

こ
と
が
受
賞
に
結
び
付
い
た
。
皆
で
も
ら
っ
た
賞
な
の
で
、
受
賞
を
皆
で

喜
び
あ
い
た
い
」
と
感
想
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

常
盤
地
区
三
日
町
(有
路
商
店
脇
)か
ら

鶴
子
方
面
へ
向
か
い
、
途
中
右
折
し
て
細

野
に
続
く
道
へ
進
む
と
、
道
路
脇
に
山
の

神
々
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
里
に
下
り

て
田
畑
を
守
り
、
収
穫
が
終
わ
る
と
山
に

帰
る
と
い
う
い
わ
れ
の
あ
る
「
お
田
の

神
」
を
ま
つ
る
神
社
で
、
そ
の
祠
の
下
に

湧
き
出
て
い
る
の
が
｢山や
ま

の
神か

み

清し

水み
ず

｣で
す
。

｢山
の
神
清
水
｣は
、
古
く
か
ら
生
活
用

水
と
し
て
住
民
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
三
日
町
自
治
会
で
定
期
的
に
清
掃

や
周
辺
の
草
刈
り
を
行
い
、
暑
い
季
節
に

は
涼
し
さ
を
求
め
る
休
憩
場
所
と
し
て
も

利
用
し
て
い
ま
す
。

冬
期
間
は
通
行
止
め
の
た
め
行
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
雪
が
解
け
た
ら
涼
を

求
め
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

※
飲
料
水
と
し
て
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。



●矢嶋 彩美さん(尾花沢中３年）
私は、小学１年の後半からアスリートクラブに入会し
ました。クラブには４つの約束があり、その一つに「障
害の有無に関わらず誰とでも仲良くする」というものが
あります。これは、障害だけでなく、男女の差別もせず
皆でやる、という意味もあると思います。入会時は障害
がある方がいることを知りませんでしたが、クラブを通
してどのように接することが適切かを考えるきっかけに
なりました。今では、先輩方、保護者の方々とつながり
を持てたことが大きな財産です。
これからは自分が先輩の立場として、率先してクラブ
に貢献していきたいです。
●青木 喬祐さん(コーチ）
小学３年から入会し、スポーツを頑張ってきました。
現在は村山市にある就労支援施設に通いながら、コーチ
としてクラブの皆と一緒に活動しています。これからも
皆で楽しくクラブ活動を続けていきたいです。

尾花沢ジュニアアスリートクラブで
学んだこと・これから頑張っていきたいこと

山形県では、地域の人々に育まれてきた県内の優れた湧
水を「里の名水・やまがた百選」として選定し、県内外に
広く紹介しています。
この取組みに今年度、常盤地区にある「山

やま

の神
かみ

清水
しみず

」が
選ばれました。尾花沢市では｢御所の水｣(鶴子）、「楢の木
立長寿の名水｣(母袋）、ブナ源水(寺町)に次いで４カ所目
となります。

▲｢山の神清水｣の
紹介動画はこちら



12/１～５(福原地区)･12/４～７(玉野地区)
ふれあい作品展開催
地区民の知られざる才能に驚嘆！

福原地区と玉野地区で作品展が開催され、会場となった地区
公民館に市内各地から大勢のお客さんが訪れました。作品を見
る人たちは、地区民手作りの品々に趣味の奥深さを感じて「す
ごいちゃ～」と言いながら、目を凝らして鑑賞していました。

(玉野)御殿まり作者の尾﨑さんは92歳 (玉野)上の畑焼も独創的な作品に

12/11
花笠高原スキー場オープン
白銀のゲレンデが
あなたを呼んでいる！

はながさ地域活動支援センターでクリスマス会
輪投げと手品でにぎやか交流12/９･12/14

雪のないオープンとなりましたが、安全祈
願祭を行い、安全安心なスキー場運営を祈願
しました。これから本格的な降雪期を迎えま
す。質の高いパウダースノーが自慢の地元ス
キー場に家族で出かけてみませんか？

尾花沢ライオンズクラブが、NPO法人は
ながさ地域活動支援センターを訪れ、利用者
やセンター内の学童に通う子どもたちとクリ
スマス会を開催。手品披露や、輪投げゲーム
で交流し、和やかなひと時を過ごしました。

【市報・おばなざわ 2022.１.15】－❻❼－【市報・おばなざわ 2022.１.15】

載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※アイコンをクリック) → 最新の記事 → ニュース特急便

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

障がいの有無に関わらず皆が活躍できる場
を設けようと、尾花沢ジュニアアスリートク
ラブがピアノ発表会を開催しました。発表会
には全盲の伊藤美穂さんも参加し、華麗にバ
ラードを弾きこなすなど、児童から大人まで
36人の素敵な演奏で会場を沸かせました。
観客は素敵な音色にいやされたようでした。

12/12

宮沢地区で一人暮らし高齢者宅への弁当宅
配が行われました。食生活改善推進協議会の
メンバーがメニューを考えて弁当を作り、民
生委員・児童委員協議会の皆さんが地区内52
人の方へ出来たての弁当を配達。宅配を通し
て地区民が顔を合わせて話をし、地区民同士
がつながるきっかけにもなっています。

一人暮らし高齢者宅へ弁当をお届け
地域のつながり大切に12/17

ふれあいひろば ピアノ発表会
障がいの有無に関わらず
音楽でつながろう♪

常盤小３・４年生が春から取り組んだ大根
栽培と販売が無事終了し、指導・サポートし
てくれた地域の方に感謝する会が開催されま
した。児童たちが、歌と手紙でお礼の気持ち
を伝えると、地域の人から「少しでも役立て
て良かった。来年もお手伝いしたいとしみじ
み思った」と返事がありました。

12/３

市内全小中学校の給食で、防災意識を高め
るため救給カレーが提供されました。救給カ
レーは、ご飯とカレーが一緒に入っていて、
袋を開けてそのまま食べられるようになって
おり、災害発生などで給食が提供できない時
のために各学校に備蓄されています。児童た
ちには「冷たいけどおいしい」と好評でした。

市内小中学校で防災献立を実施

｢救給
きゅうきゅう

カレー｣を
食べてみよう！12月

常盤小学校 大根栽培・販売感謝の会
たくさん教えてくれて
ありがとう！

(福原)親子での出品も！

(福原)大人も子どもも絵手紙で表現

※スキー場の最新情報はHPで随時配信中！
http://www.city.obanazawa.yamagata.jp/13861.html
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私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
明
る

く
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
す
。
学
級
が
い
つ
も
み
ん
な

の
笑
い
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
る
あ
い
さ
つ
運
動
で
は
、
学
校
を
背

負
う
最
高
学
年
と
し
て
、
下
級
生
の
お
手
本
に
な

る
よ
う
に
、
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、「
ふ
る
さ
と
学
習
」
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
地
域
思
い
の
み
ん
な
で
「
福
原
地
域
の

良
さ
を
未
来
に
繋
い
で
い
く
」
活
動
に
つ
い
て
み

ん
な
で
考
え
を
交
流
し
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
方
と
話
し
合
い
、
皆
さ
ん

の
思
い
や
願
い
を
受
け
継
い
で
、
こ
の
福
原
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
と
２
カ
月
で
卒
業
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
中
学

校
に
向
け
て
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
行
動
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
、
私
た
ち
ら
し
く
学
校
生
活
を
明

る
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

( )福原小学校
６年生(18人)

とても明るく素直で、１聞
けば、18通りの答えが返って
くる子どもたち。持ち前の明
るさと前向きに取り組む姿勢
で、様々な行事をリードして
くれました。
卒業まであと２カ月。一人

ひとりの良さを認め合いなが
ら、最高の思い出を作ってい
きましょう。

青柳 道彦 先生

藤原 華代 先生

｢私
た
ち
ら
し
く
」

福原小６年

(野黒沢１)
栗田 健辰 さん

けん しん

※撮影のため、一時的にマスクを外しています。



山
形
県
出
産
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
に
出
産
し
た
世
帯
に
対

し
て
、
県
か
ら
出
産
支
援
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
対
象
の
方
は
、
市
役
所

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
世
帯
／
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯

①
令
和
３
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
出
生
し
、
県
内

の
市
町
村
に
出
生
後
最
初
の
住
民
登

録
を
さ
れ
、
令
和
４
年
１
月
１
日
時

点
に
お
い
て
尾
花
沢
市
に
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
新
生
児

②
令
和
４
年
１
月
１
日
〜
令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
出
生
し
、
尾
花

沢
市
に
出
生
後
最
初
の
住
民
登
録
が

さ
れ
た
新
生
児

※
こ
の
期
間
中
で
の
満
12
週
以
降
の
死

産
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

市
役
所
健
康
増
進
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
給
付
金
額
／

お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
５
万
８
千
円

■
提
出
書
類
／

①
申
請
書
(健
康
増
進
課
に
あ
り
ま
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■
日
時
／
５
月
３
日
(火
・
祝
)

午
前
９
時
〜

■
会
場
／
徳
良
湖
畔

■
種
目
・
参
加
費
／

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
子

育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
フ
ー
ド

パ
ン
ト
リ
ー
(食
材
配
布
)を
行
い
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
友
だ
ち
登
録
を
す

る
と
詳
細
な
情
報
が
届
き
ま
す
。

■
対
象
者
／
村
山
地
区
の
経
済
的
困
難

を
抱
え
る
子
育
て
家
庭

■
申
込
方
法
／
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
に
て

山
形
県
農
業
共
済
組
合
と
山
形
県
が
、

収
入
保
険
制
度
の
概
要
説
明
と
、
青
色

申
告
に
つ
い
て
税
理
士
を
講
師
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
１
月
27
日
(木
)午
後
１
時
30

分
〜
午
後
４
時

■
会
場
／
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
形
本
所
（
天

童
市
小
関
１
３
３
３
番
地
）

す
)②
振
込
用
通
帳
の
写
し
(見
開
き

の
ペ
ー
ジ
)③
申
請
者
の
身
分
証
明

書
の
写
し

●
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
：

健
康
増
進
課
健
康
指
導
係
【内
線
622
】

●
事
業
内
容
へ
の
問
い
合
わ
せ
：

山
形
県
し
あ
わ
せ
子
育
て
政
策
課

☎
０
２
３
(630
)２
６
６
８

高
校
生
の
み
の
世
帯
と
保
護
者
が
公
務

員
の
世
帯
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
申
請
が
必
要
で
す

子
育
て
世
帯
に
対
し
、
特
別
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。
既
に
給
付
を
受
け
た

世
帯
以
外
の
方
(①
〜
③
の
該
当
者
)は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
方
法
は
、
対

象
世
帯
に
１
月
中
旬
に
送
付
す
る
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額
／
児
童
１
人
当
た
り
一
律
現

金
10
万
円

■
対
象
者
／

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
４

月
１
日
生
の
児
童
の
み
を
養
育
す
る
方

②
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
の
受

給
者
が
公
務
員
の
方

③
令
和
３
年
10
月
１
日
〜
令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
を
養

育
す
る
方

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
【内
線
178
】

■
期
日
／
１
月
27
日
(木
)〜
31
日
(月
)

■
場
所
／
大
石
田
町
町
民
交
流
セ
ン
タ

ー
｢虹
の
プ
ラ
ザ
｣

■
主
催
／
北
村
山
書
道
教
育
研
究
会
、

北
村
山
地
区
小
中
学
校
教
育
研
究
会

書
写
部
会
、
北
村
山
地
区
中
学
校
文

化
連
盟

問
こ
ど
も
教
育
課
教
育
指
導
室
【内
線
314
】

｢や
ま
が
た
野
菜
｣料
理
教
室
開
催

今
回
使
用
す
る
食
材
は
、
今
が
旬
の

｢自
然
薯
｣で
す
。
食
を
通
し
て
、
伝
統

と
文
化
を
学
び
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
程
／
２
月
２
日
(水
)

■
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所
／
市
役
所
２
階
・
栄
養
指
導
室

■
定
員
／
15
人
(先
着
順
）

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
注
意
事
項
／
感
染
症
予
防
対
策
を
し

っ
か
り
行
い
実
施
し
ま
す
。
感
染
状

況
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課
健
康
指
導
係

【内
線
621
、
622
】

■
申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

エ
ン
ト
リ
ー
と
な
り
ま
す
。
｢ラ
ン

ネ
ッ
ト
｣と
検
索
し
、
３
月
13
日

(日
)ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
東
北
６
県
に
住
所
を
有
す
る
方
限
定
、

各
種
目
の
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

問
全
国
花
笠
マ
ラ
ソ
ン
大
会
運
営
委
員
会

(社
会
教
育
課
内
)【内
線
326
】

第
42
回
花
笠
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
大
会

参
加
者
募
集

■
日
時
／
２
月
27
日
(日
)午
前
９
時
30

分
〜

■
会
場
／

徳
良
湖
花
笠
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

■
種
目
／

歩
く
ス
キ
ー
２
種
目
(３
㎞
、
６
㎞
)

■
参
加
費
／
一
般
：
１
千
500
円
、
高
校

生
以
下
：
１
千
円
(小
学
生
未
満
無

料
)

■
申
込
締
切
／
２
月
６
日
(日
)消
印
有
効

■
申
込
方
法
／
郵
便
振
替
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
参
加
者
特
典
／
参
加
賞
と
お
楽
し
み

抽
選
会
、
ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ
グ
大
会
に

参
加
で
き
ま
す
！

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係

【内
線
328
】

所
得
税
確
定
申
告
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

確
定
申
告
書
は
、
感
染
防
止
の
た
め
、

自
宅
か
ら
簡

単
・
便
利
な
ス

マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
で

作
成
・
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
／
農
業
者
、
経
理
担
当
者
、
農

業
関
係
機
関
、
団
体
の
職
員

■
内
容
／
青
色
申
告
の
概
要
、
申
告
の

手
続
き
・
記
帳
方
法
、
消
費
税
、
収

入
保
険
制
度
の
概
要
な
ど

■
参
加
申
込
／
会
場
名
、
氏
名
、
参
加

人
数
、
住
所
、
職
業
、
連
絡
先
を
明

記
し
、
開
催
日
の
前
日
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
電
話
で
左
記
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
農
業
共
済
組
合

☎
０
２
３
(665
)４
７
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
３
(656
)８
９
８
０

メ
ー
ル

zao@
yynosai.or.jp

北
村
山
公
立
病
院
職
員
採
用
試
験

■
職
種
／
行
政
職
(初
級
)若
干
名

■
受
付
期
間
／
１
月
17
日
(月
)〜
２
月

10
日
(木
)午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■
試
験
日
／
２
月
18
日
(金
)午
前
11
時

〜
午
後
４
時
(予
定
)

■
試
験
科
目
／
適
性
検
査
・
作
文
試

験
・
面
接
試
験

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

問
北
村
山
公
立
病
院
経
営
管
理
課
総
務
係

☎
(42
)２
１
１
１

①個人の部
４周(11.9㎞)…300人
１周(3.2㎞) …150人

一般 3,000円

高校生以下 2,000円

②ファミリーの部
１周(3.2㎞)…300人

親子２人 3,500円
親子３人 4,000円

４人以上 (1人につき
500円加算)

③ウォーキングの部
3.5㎞…50人

一般 2,000円
高校生以下 1,500円

市
報
新
企
画
で
紹
介
す
る
お
店
募
集
！

大
石
田
町
と
合
同
で
新
た
に
グ
ル
メ

特
集
を
連
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
企
画
に
賛
同
し
掲
載
を
希
望
さ
れ

る
飲
食
店
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
件
／
無
料
券
な
ど
５
千
円
以

上
相
当
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
市
内
の
飲
食
店
。

■
申
込
方
法
／
お
店
の
名
前
・
住
所
・

連
絡
先
を
記
入
し
、
左
記
ま
で
メ
ー

ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
１
月
28
日
(金
)

※
抽
選
に
よ
り
掲
載
店
舗
を
選
定
。
初

回
は
市
報
３
月
15
日
号
を
予
定
し
て

ま
す
。
詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
合
政
策
課
広
報
係
☎
(22
)３
７
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
(23
)３
０
０
４

メ
―
ル

kouhou@
city.obanazaw
a.yam
agata.jp

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
ご
案
内

Ｉ
Ｄ
：
＠
９
５
９
ｓ
ａ
ｗ
ｎ
ｚ

※
登
録
必
須

問
(特
非
)県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会

☎
０
２
３
(622
)５
５
７
０

第
70
回
北
村
山
小
中
高
校

書
道
展
開
催

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

青
色
申
告
研
修
会

【村
山
税
務
署
で

確
定
申
告
さ
れ
る
方
へ
(ご
注
意
）】

税
務
署
内
の
申
告
書
作
成
会
場
の
混

雑
緩
和
、
感
染
防
止
対
策
徹
底
の
た
め
、

入
場
に
は
当
日
配
付
の
｢入
場
整
理
券
｣

が
必
要
で
す
(Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
も
可
能
)。

ま
た
、
マ
ス
ク
を
常
時
着
用
し
て
い

た
だ
く
ほ
か
、
正
面
入
口
で
検
温
を
実

施
し
、
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
が
あ
る

方
や
検
温
に
ご
協
力
い
た
だ
け
な
い
方

等
に
つ
い
て
は
、
入
場
を
お
断
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
設
日
時
／
２
月
１
日
(火
)〜
３
月

15
日
(火
)午
前
９
時
〜
午
後
５
時

(土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

■
場
所
／
村
山
税
務
署
１
階
会
議
室

問
村
山
税
務
署

☎
(53
)２
１
５
１

徳
良
湖
築
堤
100
周
年
記
念
事
業

第
46
回
全
国
花
笠
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

▲確定申告書
作成･送信はこちら


